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1． はじめに 

 本研究では，基本であるフォアのトップスピンストロー

クに着目し，初心者の技術向上を目的として研究を行った．

テニスに関する研究は，多方面から行われている[1]-[3]が，

動作解析による，フォアのトップスピンストロークに着目

した定量的な研究は，ほとんどおこなわれていない． 

 

2． マーカー装着位置 

 本研究では，モーションキャプチャ手法により，被験者

の動きを非接触で計測した．マーカーは，両肩，両肘，右

肘側面，両手首，右手首側面，両腰，両膝，両足首，両足

の甲（腓側中足点と脛側中足点の中間の点）の 16 ヶ所に

装着した．さらに頭部の動きを計測するために帽子の頭頂

部とつばの２ヶ所にも装着した（図１参照）．また，ラケ

ットの動きを測るためにラケットのグリップ，ヘッド（Ｍ

と呼ぶ），両サイドにマーカーを装着した（図 2 参照）． 

 

       

図 1 マーカー装着位置   図 2 ラケットのマーカー位置 

 

3． フォアのトップスピンストローク 

3.1考察 

3．1．1 右腕の動き 

（ⅰ)インパクト時のスイング速度 

 初心者と経験者のインパクト時のスイング速度（Ｍの速

度をスイング速度とする）の最大値，最小値，平均値を図

3 に示す．初心者の平均値が 36.0km/h であるのに対し，経

験者は 65.5km/h であり，初心者を大きく上回っているこ

とがわかる．これらのことにより，インパクト時には，十

分なスイング速度が必要であるとわかる． 

 

 

図 3 インパクト時のスイング速度 

（ⅱ）打点 

左腰から右手首までの距離（Ｒ1 と呼ぶ）を図 4 で定義

する．図 5に初心者と経験者のインパクト時のＲ1を示す．

同図には，最大値，最小値，平均値を示してある．初心者 

 

の平均値は-11.0cm であるのに対し，経験者は 7.1cm であ

り，初心者を大きく上回っている．これらのことにより，

打点は体より前でとることが重要であるとわかる． 

 

   

図 4 Ｒ１の定義     図 5 各被験者のＲ1 

 

（ⅲ）腕の振り上げ 

 動きだしからフォロースルーまでの肩，肘，手首の 3 点

の高さの時間変化について調べる．初心者を図 6に，経験

者を図 7 に示す．初心者は，手首が肩の高さを超えること

はなかったのに対し，経験者はフォロースルーできっちり

手首を肩より上にあげていることがわかる．トップスピン

ストロークでは，インパクトからフォロースルーで，ボー

ルを下から上にこすり上げるという動作が最大のポイン



トになる[4]．これらのことにより，フォロースルーを高く

振り上げるようにすることが重要であるとわかる．  

 

 

図 6 肩，肘，手首の高さの時間変化（初心者） 

 

 

図 7 肩，肘，手首の高さの時間変化（経験者） 

 

 

3．1．2 腰の動き 

 動き出しからフォロースルーまでの右腰と左腰の移動

距離の時間変化について調べる．初心者を図 8 に，経験者

を図 9に示す．初心者はほとんど右腰と左腰の差は変わら

ず，腰の回転がないまま腕の力のみで打っていることがわ

かる．経験者はフォロースルーにかけて右腰，左腰の差が

縮まっており，腰の回転を使っていることがわかる．これ

らのことにより，腰を回転させ，回転力をボールに伝える

ことが重要であるとわかる． 

 

 

図 8 右腰，左腰の移動距離の時間変化（初心者） 

 

図 9 右腰，左腰の移動距離の時間変化（経験者） 

 

3．1．3 足の動き 

 （ⅰ）左足の動き 

左膝，左足首，左つま先の移動距離の時間変化について調

べる．初心者を図 10に，経験者を図 11に示す．初心者は，ほ

とんど左足を動かしていないのに対し，経験者は大きく足を踏

み込んでいるのがわかる．これらのことにより，左足をしっかり

踏み込み，体重移動を行うことが重要であるとわかる．  

 

 

図 10 左足の移動距離の時間変化（初心者） 

 

図 11 左足の移動距離の時間変化（経験者） 

 

（ⅱ）スタンス 

インパクト時の右つま先，左つま先間の距離（スタンス

と呼ぶ）の最大値，最小値，平均値を図 12 に示す．初心

者の平均値が 56.7 ㎝であるのに対し，経験者の平均値は

69.5㎝であり，初心者を大幅に上回っていることがわかる．



スタンスを広くとると，下半身が安定し，体重がのると考

えられる．これらのことにより，スタンスは広くとること

が重要であることがわかる． 

 

 

図 12 インパクト時のスタンス 

 

4． あとがき 

モーションキャプチャ手法を用いてテニスの動作解析

を行った結果．初心者と経験者では右腕，腰，足に大きな

違いが見られた．これらの結果は，初心者の技術習得に役

立つものと考えられる． 
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